






























要約:アンケート調査により多胎と早産の実態を調査したところ、不妊治療後妊娠、出産

には多胎、早産が多く、未熟児出生、帝切率、後障害の発生頻度が高いことが明らかとな

った。NICU の立場からは、入院多胎児の 35%は治療妊娠によるものであり、32%の症例で

受け入れのために空床確保、入院制限などの措置を講じていることが明らかとなった。早

産の管理法に関しては、入院基準、治療方針について統一されたものはなく施設毎、症例

毎にまちまちであった。医師 5 名以上の大規模病院の 50%以上が NICU を有していたが、

医師 1～2名の小規模病院ではNICU を併設している施設はなかった。早産症例の大規模病

院への母体搬送が行われる半面・早期早産(在胎 27 週未満)の約 10%が NICU を有しない施

設での分娩であった。早産症例毎の検討では、施設により早産率及び症例毎の診断から分

娩までの期間(管理日数〕に差を認め各施設における管理法の差によるものと推察された。

早産予知に有用と思われる検査として頚管培養法など感染症に関する検査が候補としてあ

げられた。


